
●いじめの深層

Ａは悩んでいた。
「Ａの仕事はラクで良いなぁ」
「おい、Ａ、いまアクビ噛み殺しただ
ろ。私は頭使ってるから、アクビなん
か全然出ない」
「まだ若いのに、背中に哀愁がにじみ
出てるよ、かわいそうに…」
最近のＢ課長の言葉にはトゲがあ
る。これまで特に気にしたことは無か
ったが、冗談にしては、ちょっとひど
い、と思うことが多くなった。Ａ自身
は、だから何とかしよう、などとは全
く考えている訳ではなかったが、周り
の同僚の眼は誤魔化せない。
「Ａ、大丈夫かな？」
「最近のＢ課長、あからさまだよね」
「Ａは大人しいしね」
「良いようにからかわれちゃって…」
「何とも思ってないのかな」
「そんなことは無いでしょ」
「じゃあ、我慢をしてる？」
「それもどうだか…でも、結局は本人
の問題だからね」
「それはそうだけど…」
「だけど…！？」
「もし、自分があんな風に言われた
ら、って考えると…」
「私なら、絶対黙ってないよ」
「Ｄには、課長もきっと、何も言わな
いよ」
「それ、どういう意味！？」
「だって、黙ってないんでしょ、Ｂ課
長にもわかるよ、きっと」
「そう考えると、性質が悪いよね。黙
ってるやつをターゲットにする」
「確かに…私なんかターゲットにされ
そう…」
「そのときは、助けてあげるよ」
「…何を助ける、だって！？」
「び、Ｂ課長…」
「Ｃが、何か困ってる、とか…」
「…」
「課長、最近Ａに、結構辛辣なこと言
ってますよね」
「…ちょっと、Ｄ…」
「え、そうかな。でも、あいつはトロ
イし、見てるだけでムカムカするし…
そう思わない？」
「私たちに同意求めてるんですか？」
「それって…」
「えっ、何か、まずいこと言った？」

「かなり、まずい
と思いますが…」
「あ…あっそう。
へぇ―…」
「フーン、何とも
思わないんだ…」
「ちょっと、私を
バカにしてる？」
「いえ…そんなこ
とは、全然…」

「おいＤ、おまえはどうなんだよ…」
「…（分かんないのかよ、ボケ！）」
「おっと、ちょっと言い過ぎたかな…
パワハラだなんて言われちゃ、たまん
ないもんね。クワバラ、クワバラ…」
・・・
「…Ｂ課長、行っちゃったけど…今の
Ｄ態度、マズくなかった？」
「別にいいんじゃない。多少はクギを
指しておかないと…調子に乗ると、た
だじゃ置かないよ、のメッセージ…」
「Ｄは強いよね」
「そのメッセージが、Ｂに分かったの
かどうか…？」
「伝わったでしょ、クワバラ、クワバ
ラ、とか言って逃げちゃったから」
「そうかな…私は、もっとエスカレー
トする、と見た」
「嫌なこと言わないでよ」
「でも、そのターゲットはＣ、あなた
じゃないよ」
「じゃぁ、誰！？」
「そりゃあ、Ａでしょ」
「何で…！？」
「ウーン、…感、かな？」
そのＤの直観は的中した。
「おい、そこのブタ！そんなに、ノッ
シ、ノッシ、って動いてたら、日が暮
れちゃうよ」
Ｂ課長の目は笑っているが、とても
笑える内容ではない。
「もう何年も同じ仕事してるのに、時
間もかかるし、完成度も低いし…」
「…」
「これじゃ婚期も逃すよね…」
「えっ…（何で課長が、あの縁談の話
を知ってるんだろう…まさか…）」
やっぱりＢ課長は、自分を嫌ってい
る。Ａは、これまでにもなんとなく感
じていたことが、徐々に確信に変わっ
ていくのが分かった。
確かに課長の仕事は早いし、高い技
術も持っている。それに比べれば、自
分の能力は遠く及ばない。それは分か
っているけれど、だからといって、課
長は出来の悪い部下に対しては、何を
言っても、何をしても良いのか…Ａの
気持ちの中に、Ｂ課長への不信感が生
まれていた。
そんな中で、Ａの気持ちを行動に起
こさせる出来事が起こった。それは、
職場での飲み会の席でのことだった。
お酒の勢いも手伝って、Ｂ課長がＡに
絡んできた。

「おまえさ…仕事、やる気、ある？」
「ど、どいうことでしょう…」
「やる気があるのか、って聞いてん
の。分かる？日本語？」
Ａは、課長が酔いに任せてふざけて
いる、と自分に思い込ませたかった。
「あのさ、お前がいると、職場のみん
なが迷惑するの！！」
いきなり声を荒げたので、一瞬、そ
の場がシンとなった。Ｂ課長は、何も
構うことなく続ける。
「お前なんか、会社に来なくなったほ
うが良いよ。煩わしくなくて…」
「…」
「私にいじられる以外に、会社の役に
立ってることあるの？」
宴席とはいっても、さすがにＡにも
聞き流すことは出来なかった。
「そんなことを課長に言われたら、明
日から職場に行けないです」
「それじゃ、辞めれば」
「えっ…」
「うむ…それが一番いいねぇ…」
飲み会の席は、全く白けてしまっ
た。同僚たちも、黙ったままだ。早く
この場から逃れたい…本当に嫌な空気
だった。
翌日、ＡはＢ課長と顔を合わせるこ
とが怖くなり、出社するなり人事に自
分の気持ちを伝えることにした。そし
て、やっぱりどうしても許せない昨日
の宴席でのＢ課長の言動について相談
した。
「それはもちろん許されることではな
いよね」
「そう言ってもらえて、ちょっと気が
楽になりました」
「これで職場に戻れそう？」
「ただ、Ｂ課長に、職場のみんなが迷
惑だって言われたことが…」
「Ｂ課長には、改めて確認するから、
今日のところは、辛抱してくれる？」
Ａが職場に戻ると、人事部長のＥ
は、今度はＢ課長を呼んだ。
「…ということだが」
「そうですか」
「事実であれば、由々しき問題である
ことは、君にも分かるだろう」
「…」
「飲み会の席を利用して、気に入らな
い部下に、退職勧奨を意図した卑劣な
嫌がらせ発言を、公然と行った…」
「ちょ、ちょっと待ってください」
「事の大きさが、やっと理解できたか
ね、Ｂ課長」
「…」
「ただし、私は、これが事実であれ
ば、といっているんだよ」
「はぁ…」
「君も鈍いな…じゃあ、はっきり言
う。Ａの指摘した君の暴言は、事実か
どうか、事実なら、君の処分は免れな
い。事実か、事実じゃないのか、どっ
ちだ！？」
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「それは…」
「それは…！？」
「の、飲み会の席のことでもあり、は
っきりと覚えていません…」
「うむ、その答えで良い」
「Ｅ部長、申し訳ありません」
「会社は君の力を認めている。問題は
その口だ。くだらないことでつまずく
な。くれぐれも気を付けるように」
「ありがとうございます」
Ｅ部長に、とりあえず答えたもの
の、Ｂ課長は意気消沈していた。
「Ｂ課長、何か元気ないね」
「昨日の勢いはどこに行ったんだ」
「どうも、Ａが人事にチクッタみたい
だよ」
「ホントに…」
「Ａも、やるときはやるよね」
「でもさ、Ａが職場の迷惑って、半分
は当たってるよね…」
「Ｄ、ちょっと…」
「Ｃだって、たまにそう思わない？」
「私に同意を求めないでよ」
「Ｂ課長の肩を持つわけじゃないけ
ど、気持ちが分からない訳でもないか
な…」
「…」
先に職場に戻っていたＡは、あっさ
りＢ課長が職場に戻ってきたことに落
胆したが、肩を落としてトボトボと席
に着いたＢ課長を見て、何かあったこ
とを察した。いずれにしても、Ａにと
っては、普通に仕事が出来れば、それ
でいいと思っていた。
「Ｅ部長、ありがとうございます」
「えっ、何が」
「Ｂ課長から、いろいろと言われなく
なりました」
「それは良かった」
「これから、私はどうなるんでしょう
か？」
「どうなる、って？」
「例えば、異動、とか…」
「いや、このままＢ課長の下で、仕事
をしてもらうよ」
「そ、そうなんですか」
「問題でも、ある？」
「やっぱり、言われたことが、今でも
つらいので…」
「Ｂ課長本人は、記憶に無い、って」
「き、記憶に無い…！？」
「酔ってたんじゃないのかな。だから
と言って許されるものではないから、
一応、注意をしておいたよ」
「…そうなんですか…」
「それで、少しは大人しくなったのか
もね」
Ｂ課長には、何のお咎めも無く、無
罪放免されたのか、そう思うと、Ａは
無性に腹立たしく思えてきた。結局、
Ｂ課長は、何も変わっていない。で
も、それからもＢ課長はＡに対して、
暴言を吐くことは無かった。というよ
り、話をしなくなった。

「あの…」
課長に仕事の指示を仰ごうとする
と、それを察したＢ課長は、そそくさ
とどこかへ消えてしまう。Ｂ課長は、
Ａとは、言葉すら交わさない、一切か
かわらないつもりらしい。
「今度はＢ課長が反撃に出たよ」
同僚のＤは、Ｂ課長の図星を突い
た。
「まるで他人事だね」
「他人事でしょ。私には関係ないか
ら。それとも、Ｃなら、Ａに助け舟を
出す？」
「…」
「これって、お互い、いい勝負なんじ
ゃない」
「…勝負！？」
「下手に口を挟まないほうが良いかも
よ。」
「それがあなたの判断？」
「そう。ここは静観だね」
でもＡは、Ｂ課長との勝負なんて、
全く考えていない。Ａの気持ちは、早
くＢ課長から離れることだ。ところ
が、Ｂ課長がＡを避けている。Ａの頭
は混乱してきた。Ｂと関わらないこと
はＡの望むところであったとしても、
Ｂの部下である以上、無視をされれば
仕事が続けられない…
同僚も、どこか自分に対してよそよ
そしい、とＡは感じていた。これまで
特にこれといった親しい会話をしたこ
とが無いＣやＤに、いきなり話しかけ
ることも、不自然で気が引けてしま
う。それに、自分が職場に入ったとた
んに、同僚の会話が止まってしまうと
感じていたことも、Ａの職場での疎外
感を大きなものにしていた。
「私は、今度は、職場で無視されてい
るようです」
結局、ＡはまたＥ人事部長に相談し
ていた。
「無視されているように感じる、っ
て、どういうこと」
「私も、よく分かりません」
「それじゃ、今度ミーティングでもし
てみようか」
ということになり、職場でざっくば
らんな話し合いがもたれることになっ
た。
「…ということだが、Ｂ課長」
「え、そのようなことは…Ａから話か
けられないので、むしろ私が避けられ
ているのではないかと…」
「…ど、どうして…」
「他のみんなは、どうなの？」
「Ａが何も言わないので、みんなと話
をしたくないのかと思って…」
「と、みんなは言っているけど、Ａは
どうなの？」
何かがおかしい。今私は、公然と職
場から排除されようとしている。な
ぜ、どうして…Ｅ部長すらよそよそし
い。Ａの目の前が真っ暗になった。
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